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かかしまつり開催今年も
　２会場で

　海老名の秋の風物詩｢かかしまつり｣が今年も中新田・今泉
地区の２会場で開催されます。これに伴い、両地区のかかし
まつり実行委員会では、作品を募集しています。両地区とも
参加賞、優秀作品には賞品を用意していますので、みなさん
のアイディアあふれる作品をお待ちしています。なお、実行
委員会で完成作品の運搬・設置を行いますので、希望する方
は各実行委員会へお問い合わせください。

◇展示期間　9月 7日□日～ 28日□日（最終日は 12時まで）
◇会　　場　中新田コミセン北側の水田（小田急線海老名～厚木駅
　　　　　　間の線路南側）
◇交　　通　小田急線・JR相模線厚木駅から徒歩 7 分または小田急
　　　　　　線・相鉄線海老名駅から徒歩 10分
◇作品応募　9月 6日□土締め切り
　　　　　　※作品の大きさは大人の等身大程度まで
　　　　　　※まつり終了後、作品の引き取りを希望する方は、9月
　　　　　　28日□日 15 時までに会場へお越しください
◇表 彰 式　9月 13 日□土 11 時～、わかば会館前庭で
　　　　　　※表彰式後、豚汁の配布や米のすくい取りなどを実施
◇主　　催　中新田かかしまつり実行委員会。　

～かかし作り教室開催～
8 月 23 日□土・24日□日に、平井俊一実行委員宅（中新田 3－15－11）で、
かかし作り教室を開催します。参加自由。材料費あり（1000 円程度）。
　■問　波多野喜久（☎232・1932）、日比正博（☎231・3811）、平井俊一
（☎231・6367）、農政課（☎235・4844）。

　今泉地区かかしまつりは、今年で 10周年を迎えます。これに伴い、
10周年記念賞をはじめ、充実した賞品を多数用意します。
　なお、まつり初日（9月 7日□日）、来場者による一般審査を実施しま
す。みなさんが良いと思う作品を選んで投票してください。
◇展示期間　9月 7日□日～ 22日□月
◇会　　場　今泉中学校西側の水田（JR相模線海老名～入谷駅間の  
　　　　　　線路西側）

◇交通　JR 相模線海老
名駅から徒歩 15分
◇作品応募　9月6日□土
締め切り
　※作品の大きさは大
人の等身大程度まで
◇表彰式　9月13 日□土 14
時～、展示会場で
　※表彰式後、先着 200
人に新鮮野菜をプレゼ
ント。また、地場産野菜
の直売も行います
◇主催　今泉地区かか
しまつり実行委員会。
　■問　木島昭（☎231・
7640）、島崎甚平（☎231・
4281）、農政課（☎235・
4844）。
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